
県議会の様子はインターネット配信！

 ～特集②：委員会活動から考えるこれからの防災～ ～特集③：山梨県議会「令和5年9月定例会・代表質問」～

『令和5年度　緊急消防援助隊関東ブロック合同訓練』

山梨県では？

人口減少危機対策について

　国の政策動向と一体となり取り組みを
進めます。さらに、知事直轄で人口減少
危機対策本部事務局を設置します。

国民スポーツ大会並びに全国障害
者スポーツ大会の開催について

　将来のモデルとなる大会を目指し、準
備します。また、本県を担う中心選手と
して活躍できるよう努めます。

富士山火山防災対策について

　新たに設置される火山調査研究推進本
部の人員と予算の確保を国に要望し、ま
た、徒歩避難の浸透を図ります。

高校生の国際交流について

　本県の高校生に国際交流や国内留学の
機会を積極的に提供します。また国際感
覚を涵養し、人材育成を図ります。

包括的な福祉支援について

　従来の取り組みに加え、専門家が市町
村に個別に訪問し、効果的な支援のあり
方を助言する事業を創設します。

在宅医療の推進について

　訪問看護ステーションの新規開設を支
援する予算を増額し、設置を強力に推進
します。

「山梨の夏服」の普及について

　織物産業の新たな主力商品として、県
内外で広く愛用いただけるように取り組
んでまいります。

県産農産物の輸出拡大について

　今後とも県産農産物のブランド価値の
向上を図り、輸出国及び輸出品目の拡大
に取り組み、更なる輸出拡大を図ります。

森林環境譲与税を活用した森林の
整備・保全について

　ＩＣＴ技術を活用した森林クラウドシ
ステムの構築を行っており、森林整備に
向けた準備作業の加速化を進めます。

自転車活用推進計画について

　誰もが安全に通行できる空間を確保す
るため、路肩幅員を１ｍ以上設けるなど
本県独自のルールを定めました。

県立美術館における信頼性の高い
収蔵品の管理方法の確立について

　管理体制の不備を反省し、再発防止に
向け管理体制の抜本的な見直し、また、
必要な盗難防止策を講じました。

消費者保護対策について

　地域の多様な担い手による見守りネッ
トワークの拡充を図り、身近な相談体制
の充実強化も図ります。

防犯カメラの設置促進について

　設置（補助利用）も進み、今後も未然
防止と検挙の両面への効果から、引き続
き防犯カメラの設置促進に努めます。

今年の1月1日に発災した能登半島地震だけでなく、近年の自

然災害への対応は、近隣自治体との広域連携が不可欠です。

防災から減災、そして知見となる努力を日々行っています。

消防団への加入と連携

地元消防団への加入率が下が

っていますが、今一度、入団

の検討をお願いします。

また、団員との連携や、日常

からのコミュニケーションを

大切にするなど、入団以外の

可能性も地域で考えましょう。

 耐震シェルター等設置支援
木造住宅居住安心支援事業費

昭和56年5月以前に建築された木造住宅で、

耐震診断の結果、総合評点が0.7未満のも

のが対象となります。

いつ来るか分からない地震に対して、どの

程度のコストや期間をかけていいか分から

ない方にこそ、低コスト・短期間の工事で

設置することができる「耐震シェルター」

がおすすめです。

山梨県議会・総務委員会 委員長として参観しました。

　地震等による大規模災害に備え、山梨県内の受援体制の検証と、県内消防機関、緊急消防

援助隊（1都8県）及び各関係機関との連携強化を図ることを目的に、実践的な救助訓練を実

施しました。本県を会場にして実施するのは平成15年度以来、20年ぶりの開催となりました。

令和5年11月14日（火）から令和5年11月15日（水）

　参加機関
緊急消防援助隊（茨城県・栃木県・群馬県・埼玉県

・千葉県・東京都・神奈川県・長野県・静岡県）

山梨県内消防団・山梨県内消防本部・山梨県

　訓練参加関係機関
陸上自衛隊・山梨県警察本部・山梨DMAT・山梨DPAT

TEC-FORCE（国土交通省関東地方整備局）等

　訓練項目
・本部運営訓練等

・道路啓開・障害物除去訓練

・遠距離送水・延焼阻止訓練

・座屈倒壊建物救助訓練（木造家屋、狭隘空間等）

・噴火災害対応訓練（滞留旅客救助、山岳救助等）

・道路陥没事故救助訓練

・中高層建物救助訓練

・多重衝突事故救助訓練

・水難救助訓練

・NBC(毒劇物)対応訓練

・土砂災害救助訓練

・後方支援活動訓練

地震体験車の利用

　　　　　　　　　　　　被災当事者になるまで

　　　　　　　　　　　　は「たまにしか起こら

　　　　　　　　　　　　ない」事象であり、被

災地以外では日常生活を継続することも大切であ

ることから、自分たちの備えまで反映しにくい構

造です。そこで、地震体験車（起震車）の利用を

きっかけにするなど、ちょっとした工夫から始め

てみるのもお勧めです。

山梨県立防災安全センター

消防団加入促進PR動画

山梨県ＨＰより

かんよう

桐原ＨＰからアーカイブ配信をご覧ください。
https://www.kirihara-masahito.com/支援対象には条件があります。

各市町村の相談窓口にお問い合わせください。
※甲州市の場合：建設課（TEL:0553-32-5071）

予算
成立

一定の条件を満たせば
耐震診断が無償になります。

主な訓練会場：（山中湖村）山中湖交流プラザきらら／明神山／山中湖及び山中湖畔（大月市）甲州砕石株式会社 初狩鉱業所


